
 

 
 
１ シャボン液の作り方 

 その１ 

 液体石けん：洗濯のり：精製水を１：５：５（～１０）の割合で混ぜる。 

ただし、精製水の量はその日の天候により変わる。 

湿度が高い方がシャボンがよくできる。 

 純水がない場合は、水道水を５０～６０℃に沸かし、一晩おいた水を使用すると良い。 

 ※洗濯のりは、ＰＶＡ（ポリビニルアルコール）製の合成のりを使用する。 

 

その２ お手玉シャボン玉 

    グリセリン：液体石鹸：水 → ５：１：１ 

 

２ シャボン玉を作る道具 

 ①ストローの先を広げる。 

 ②直径１～２ミリの針金（できれば、赤や青のビニールコーティングしてあるものがよい）に

毛糸や包帯を巻いて適当な大きさの輪を作る。 

 ③もちあみを利用する。 

④針金で三角すい、立方体、二重の輪、フラフープなどを利用するとおもしろい。 

  立方体等の中にできる、シャボンの膜の形を想像するとおもしろい。 

  是非やってみよう。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


